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増加した NR2B-NMDAR の大部分は、 AMPA 型グルタミン酸受容体 (AMPAR) を含む機能的シナプスではなく、
サイレントシナプスで機能していることを明らかにした。次に、この受容体の特異的発現上昇がシナプス可塑性に及
ぼす影響について検討した。一過的な神経活動上昇を誘導することにより、 AMPAR 成分を含む mEPSC の頻度が上
昇することが明らかになった。このときの受容体の局在を免疫化学的手法により確認したところ、 AMPAR を構成す




















培養 16 日目以降には減少している NR2B-NMDAR の細胞膜での発現が特異的に上昇していることを見出した。また、
微小興奮性シナプス後電流 (mEPSC) の解析から、増加した NR2B-NMDAR の大郡分は、 AMPA 型グルタミン酸
受容体 (AMPAR) を含む機能的シナプスではなく、サイレントシナプスで機能していることが明らかとなった。さメ
らに、この受容体の特異的発現上昇がシナプス可塑性に及ぼす影響について検討した。一過的な神経活動上昇を誘導
させることにより、 AMPAR成分を含む mEPSC の頻度が上昇することが示された。このときの受容体の局在を免疫
化学的手法で調べたところ、 AMPAR を構成するサフ、ユニットである GluR1 とシナプス部位にあたる NR2B との共
局在性が増加していることが明らかとなった。これらのことは、神経活動抑制によりサイレントシナプスが増加し、
一時的活動上昇により機能的シナプスへ変換され、神経団路網の再編が起こることを示すもので、あった。
以上のように、本論文は成熟した神経回路網における神経活動阻害が神経細胞間の新たなシナプス形成を促し、神
経回路網のJ恒常的な調節を行っていることを明らかにし、神経団路網再編に新しい調節機構の存在を示唆するもので、
博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認定した。
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